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　山口県医師会では、山口県、山口大学を含む県内 15 の臨床研修病院と協力し
て「山口県医師臨床研修推進センター」を設立し、医学生や研修医をサポート
するさまざまな活動をしています。
　その一環として、臨床研修病院・専門研修プログラム合同説明会に山口県ブー
スを設置し、山口県の臨床研修及び専門研修体制をご紹介いたします。
　各位のご子息、ご息女またはお知り合いの中に、山口県に興味のある医学生・
研修医がおられましたら、説明会への参加についてお声掛けいただきますよう
お願いいたします。

　　　レジナビフェア 2026 福岡　～臨床研修プログラム～
　　　　・と　き　　5 月 24 日（日）
　　　　・ところ　　マリンメッセ福岡
　　　　・対　象　　医学生

　　　レジナビフェア 2026 東京　～臨床・専門研修プログラム～
　　　　・と　き　　6 月 21 日（日）
　　　　・ところ　　東京ビッグサイト
　　　　・対　象　　医学生および研修医

　　　レジナビフェア 2026 大阪　～臨床・専門研修プログラム～
　　　　・と　き　　7 月 5 日（日）
　　　　・ところ　　インデックス大阪
　　　　・対　象　　医学生および研修医

○ フェアの詳細はホームページに掲載しております。
そのほか、臨床研修医交流会などのイベントや各種助成金の
情報も掲載していますので、ご覧ください。
　　URL　http://www.yamaguchi.med.or.jp/rk/index.htm

臨床研修病院・専門研修プログラム合同説明会
（レジナビフェア 2026 東京・大阪・福岡）

への出展について
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第 108 回山口県医学会総会のご案内第 108 回山口県医学会総会のご案内
	 　日　時　令和 8 年 6 月 14 日（日）10：00 ～
	 　場　所　不二輸送機ホール（山陽小野田市文化会館）大ホール
	 　　　　　（山口県山陽小野田市大字郡 1754 番地）
	 　主　催　山口県医師会・山陽小野田医師会
	 　後　援　山陽小野田市

プログラム

開会の辞				    山陽小野田医師会 会長　藤村　嘉彦
山口県医学会会長挨拶	 山口県医師会 会長　加藤　智栄

特別講演Ⅰ（10：10 ～ 11：10）
座長：山陽小野田医師会 副会長　砂川　新平

　「感染症」の日本史
大阪大学大学院医学系研究科感染制御学教授　忽那　賢志

特別講演Ⅱ（11：10 ～ 12：10）
座長：山陽小野田医師会　渡邊　悦也

　「救急」の日本史
山口大学 救急医学講座教授　鶴田　良介

山口県医師会医学助成事業の研究発表（12：10 ～ 12：20）
　2 型リアノジン受容体を分子標的とした革新的な自己免疫疾患治療の開発

山口大学第二内科助教　名和田隆司

市民公開講座

オープニングセレモニー（13：15 ～）
ヴァイオリン独奏　渡邊　奈瑠

市民公開講座（13：30 ～）
　木山裕策 講演会 ＆ ミニコンサート
　　　『がんが教えてくれたこと
　　　　　　　　　～自分に向き合って見つけた夢～』

【木山裕策 プロフィール】

1968 年 10 月 3 日生まれ、大阪府出身。2005 年に甲状腺ガンの手術を行った際、医師から「手術後に声
が出なくなる危険があること」を告げられ、長年の夢だった歌手へ挑戦を決意。2008 年、楽曲「home」で
メジャーデビュー。同年『第 59 回 NHK 紅白歌合戦』に初出場を果たす。
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「医業承継支援事業」に伴う各種業務のお知らせ

　当会では地域医療提供体制の確保のために、「医業譲渡を希望する診療所」と「医
業譲受を希望する医師」を支援し、その仕組みづくりを構築することを目的として
標記事業を山口県の事業として引き受けております。是非、ご利用ください。

（1）医業承継に関する初期相談の専門家派遣事業
　・医業経営のコンサルティングによる無料相談（一般的な助言に限る）
　・専属の会計士や税理士がおられる場合は、まずは顧問先への相談をお勧めします

（2）譲受情報の受付登録と提供事業

上記各種業務のお問い合わせ先
　　医業承継に関する相談窓口
　　　TEL：083-922-2510（山口県医師会内、平日 9 時～ 17 時まで）
　　　FAX：083-922-2527
　　　電子メール：shoukei-y35@yamaguchi.med.or.jp

　各種業務ネット入力の場合は下記 QR コードをご利用ください。

（3）令和 8 年 3 月 12 日現在の登録状況
　　　譲渡希望件数　16 件、譲受希望件数　5 件
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第 179 回山口県医師会生涯研修セミナーのご案内第 179 回山口県医師会生涯研修セミナーのご案内

　　　日 時　令和 8 年 5 月 17 日（日）10：00 ～ 15：00
　　　開催方法　ハイブリッド形式
　　　　　現地：山口県医師会 6 階「会議室」（山口市吉敷下東 3-1-1）
　　　　　Web：Zoom によるライブ配信

次　第

〇特別講演 1（10：00 ～ 11：00）
　　地域医療を支える病理学
　　　　―診断・連携・研究からみた病理学講座の新たな役割―

山口大学大学院医学系研究科病理形態学講座教授　荒木亜寿香

〇特別講演 2（11：00 ～ 12：00）
　　関節リウマチの最新治療

産業医科大学医学部第 1 内科学講座教授　中山田真吾

〇特別講演 3（13：00 ～ 14：00）
　　心臓血管外科　最近の話題

鹿児島大学大学院医歯学総合研究科心臓血管外科学教授　曽我　欣治

○特別講演 4（14：00 ～ 15：00）
　　その腫れ、その腹痛、その嗄声 - もしかして遺伝性血管性浮腫？

広島市立病院機構理事長　秀　　道広

対　　象　　医師及び医療関係者
参  加  費　　無料
取得単位　・日本医師会生涯教育制度：4 単位
	 　　特別講演 1		 CC 10（チーム医療）：1 単位
	 　　特別講演 2		 CC 61（関節痛）：1 単位
	 　　特別講演 3		 CC 42（胸痛）：1 単位
	 　　特別講演 4		 CC 41（嗄声）：1 単位

参加申込　　5 月 8 日（金）までに下記 URL もしくは
　　　　　　右記 QR コードからお申込みください。
　　　　　　http://www.yamaguchi.med.or.jp/medical_info/18510/
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 　丙午の新年を迎え、気付けば季節はもう春へと移り、時間の流れの早さに驚いています。
　私事ですが、昨年還暦を迎え、高校の還暦大同窓会「青春 60」に参加いたしました。同窓会の
実行委員として、同級生とともに約 1 年かけて準備を進めてきました。
　当日は三部構成とし、朝の部では母校に集合し、現在校長先生を務めておられる、かつての担任・
金光先生に教室で授業をしていただきました。約 50 名の参加があったため、2 クラスに分かれて
同じ授業を 2 回行っていただくという、贅沢で貴重な時間となりました。
　昼の部は、皆で山陽本線に乗って尾道へ約 1 時間かけて移動し、食事会を開催いたしました。
海辺の素敵なレストランに約 70 名が集まり、在学中の 80 年代の懐かしい音楽が流れる中、近況
報告や思い出話に花が咲きました。高校 2 年生の時の担任の先生（御年 86 歳）にもご参加いただ
き、とても感慨深いひとときでした。
　夜の部は福山に移動して二次会を行い、盛会のあまり、予定にはなかった「深夜の部」まで続く
ほど、皆で楽しい時間を過ごしました。
　記念品については、お揃いの赤い T シャツ：「Rolling 60」（年齢を重ねても活動的の意）のデザ
インと、トートバッグ、クリアファイルを制作し、尾道ラーメンと金光饅頭のお土産も用意いたし
ました。
　言葉では表現しきれないほど懐かしく、楽しく、貴重な時間でした。すでに鬼籍に入られた方も
おられる中、健康で参加できたことに深く感謝いたしました。
　また 5 年後、10 年後に同級生とお会いできる日を楽しみにし、それまで元気に過ごしていきた
いと思います。

（理事　國近　尚美）　

編編集
後後記

謹 弔
次の会員がご逝去なさいました。謹んで哀悼の意を表します。

水　木　章　夫　  氏　　 宇部市医師会　2 月 27 日　享　年　　74
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医学および医療は、病める人の治療はもとより、人びとの健康の
維持増進、さらには治療困難な人を支える医療、苦痛を和らげる
緩和医療をも包含する。医師は責任の重大性を認識し、人類愛を
基にすべての人に奉仕するものである。

1. 医師は生涯学習の精神を保ち、つねに医学の知識と技術の
習得に努めるとともに、その進歩・発展に尽くす。

2. 医師は自らの職業の尊厳と責任を自覚し、教養を深め、人格を
高めるように心掛ける。

3. 医師は医療を受ける人びとの人格を尊重し、やさしい心で
接するとともに、医療内容についてよく説明し、信頼を得るように
努める。

4. 医師は互いに尊敬し、医療関係者と協力して医療に尽くす。

5. 医師は医療の公共性を重んじ、医療を通じて社会の発展に
尽くすとともに、法規範の遵守および法秩序の形成に努める。

6. 医師は医業にあたって営利を目的としない。
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　　印刷：株式会社マルニ　　定価：1,000 円（会員は会費に含む）


